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法人情報付与Appをご利用いただき、ありがとうございます。 
 
このマニュアルでは、法人情報付与App導入および簡易な運用を想定した設定方法について
ご説明いたします。 
 
尚、個別カスタマイズに関するお問い合わせは、巻末の問い合わせフォームよりご連絡くだ

さいませ。 
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1. 事前準備｜gBizINFO(ジービズインフォ)より、 
　APIアクセストークンを取得します。 
法人情報付与Appでは、経済産業省が運用するgBizINFO(ジービズインフォ)の「情報提供
REST API」を利用して法人情報の検索を行います。 
「情報提供REST API」を利用するためには、APIの利用申請の上、APIアクセストークンの
取得が必要となります。 
 
gBizINFO(ジービズインフォ)とは？ 
https://info.gbiz.go.jp/about/index.html 
 
「情報提供REST API」とは？ 
https://info.gbiz.go.jp/api/index.html (ページ内の情報提供REST APIをクリック) 

1-1. Web API利用申請フォームより利用申請を行います。 
 Web API利用申請フォームはこちら 
https://info.gbiz.go.jp/hojin/api_registration/form 

1-2. APIアクセストークンが記載されたメールを受信します。 
※申請後、メールを受信しない場合は、ドメイン指定受信設定や迷惑メール受信箱をご確認

ください。  

https://info.gbiz.go.jp/about/index.html
https://info.gbiz.go.jp/api/index.html
https://info.gbiz.go.jp/hojin/api_registration/form


2. AppExchangeをインストールします。 

2-1.AppExchange配布URLにアクセスします。 
※URLは準備中です。 
 

2-2. 利用を許可するプロファイルを選択します。 
 

2-3. gBizINFOへのサードパーティーアクセスを承認します。 

 
 

2-4. インストール完了メールを受信後、設定作業に入ります。 
 

  



3. SalesForceの設定を行います。 
法人情報付与Appでは、リード、および取引先オブジェクトへ法人情報の付与が可能です。
こちらのマニュアルでは、リードへの法人情報の付与を例に、設定方法を解説します。 

3-1. 「カスタムメタデータ型」に設定レコードを作成します。 
設定 ＞ カスタムメタデータ型内「法人情報付与App設定」の「レコードの管理」から設定
レコードを追加します。 

 
 
「新規」ボタンより新規レコードを作成します。 

 
 
下記のように値を設定し、保存します。 
APIトークンの値には手順の「1-2. APIアクセストークンが記載されたメールを受信しま
す。」で取得したトークンを設定します。 

 
 



3-2. 「ページレイアウト」に法人情報項目を追加します。 
リードと取引先のページレイアウトに対して、法人情報項目を追加します。 

 
 

 
 
利用できる項目は下記の通りです。 

● 法人番号 
● 代表者名 
● 資本金 
● 設立年月日 
● 営業品目 
● 事業概要 
● 企業ホームページ 
● 従業員数 
● 従業員数(男性) 
● 従業員数(女性) 

 
 



3-3. 「プロセスビルダー」を作成します。 
設定＞プロセスビルダーを開き、「新規」ボタンから新規プロセスビルダーを作成します。 
 

 
 
プロセス名、API参照名、説明：任意の値を設定します。 
プロセスを開始するタイミング：「レコードが変更されたとき」を選択します。 
 

 
 
開始オブジェクトを設定します。「オブジェクト」には「リード（または取引先）」、 
プロセスを開始に「レコードを作成または編集したとき」を選択し、保存します。 

 



「条件を追加」には、下記の値を設定し、保存します。 
　条件名：いつも 
　アクションの実行条件：アクションを実行する条件がない 
 

 
 
「アクションを追加」には、下記の値を設定し、保存します。 
　アクション種別：Apex 
　アクション名：法人情報を付与する 
　Apexクラス：法人情報を付与する 
　Apex変数を設定：Ids／項目の参照／[Lead].Id（取引先の場合は[Account].Id） 
 

 
  



右上の「有効化」ボタンから、プロセスビルダーを有効化します。 

 
 
プロセスビルダーの設定は以上です。取引先にも同様の設定を行いましょう。 
 
※運用時に起動件数が多くガバナ制限に抵触する場合は、「条件を追加」から起動条件を追

加してください。 
  



4. 動作確認をしましょう。 
上記までが正しく設定できていれば、リード・取引先のレコードに法人情報が付与されま

す。試しに、下記の値を利用して、新規リードを作成しましょう。 
 

会社名：セールスフォース・ドットコム 
都道府県：東京都 
市区町村：千代田区 
姓：テストリード 

 

 
 
保存後、プロセスビルダーが動作して法人情報が付与されます。  



レコード詳細画面を更新し、法人情報が付与されているかを確認しましょう。 
 

 
 
 
正しく動きましたか？設定作業、お疲れ様でした！ 
法人情報の取得によって、営業・カスタマーサポートの効率化を図りましょう💪 
 
 
製品や個別カスタマイズに関するお問い合わせは、下記の問い合わせフォームよりご連絡く

ださいませ。 
株式会社リブル https://lible.co/#contact 
 
 

https://lible.co/#contact

